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1. は じ め に

このパンフレットは，インタラクションシンポジウ

ムのインタラクティブ発表に投稿する予稿，並びに掲

載が決定した予稿の最終版を，日本語 LATEX を用い

て作成し提出するためのガイドである．

2. 予稿の作成方法

「インタラクション論文投稿用 LaTeXスタイルファ

イル」の使用法に従って予稿を作成すれば良い．「イン

タラクション論文投稿用 LaTeX スタイルファイル」

はインタラクションシンポジウムのWebページから

ダウンロードできる．

3. 留意すべき点

インタラクティブ発表用原稿を作成する際に払うべ

き留意点を以下に示す．

• ページ数の制約に注意して頂きたい．ページ数は
刷り上がりで 4ページ以内（ただし偶数とする）

である．
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☆ 実際の著者は情報処理学会 論文誌編集委員会である．

• インタラクティブ発表用原稿からは，和文概要と
英文概要を除く必要がある．これは原稿用ソース

ファイルから abstract 環境および eabstract

環境をコメントアウトすれば良い．

• コマンドや書式の詳細は一般講演用のサンプル
ソース（IntSample.tex）を参照されたい．

謝辞 本ガイドのオリジナルは情報処理学会論文誌

投稿マニュアル（http://www.ipsj.or.jp/08editt/jour
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